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大
橋
公
園
・
矢
立
初
の
碑

ゆらゆら揺れる橋と船
葛西用水( 大谷田陸橋～大谷田五丁目16) 3 月に完成

かつては、農業用水として重要な役割を果してき
た「葛西用水」。区では、排水路化していたこの用水
を親水水路としてよみがえらせ、潤いのあるまちづ
くりに生かしていこうと整備を進めています。今回、
環状7 号線大谷田陸橋から大谷田五丁目16まで約700m

の第3 期工事分が3 月に完成します。水に浮か
んだ揺れる橋や船などの遊具は、すでに工事が完了
し、地域の人々の憩いの場となっています。

す
で
に
子
供
た
ち
の
人
気
の
的

―

水
上
遊
具
―

今
回
、
完
成
す
る
第
3
期
工

事
分
の
目
玉
と
も
言
え
る
の

は
、
水
に
浮
か
ん
で
い
る
橋
と

帆
船
の
水
上
遊
具
で
す
。

船
に
乗
る
と
左
右
に
大
き
く

傾
き
、
ス
リ
ル
が
味
わ
え
る
の

で
、
も
う
す
で
に
子
供
た
ち
の

人
気
の
的
。

ま
た
。
人
が
渡
る
と
大
き
く

浮
き
沈
み
す
る
フ
ロ
ー
ト
デ
ッ

キ
(
浮
遊
橋
)
や
、
直
径
が
3
m

も
あ
る
大
き
な
日
時
計
、
カ

ッ
パ
が
滝
に
打
た
れ
て
い
る
ち

ょ
っ
と
変
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

子
供
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

遊
ぶ
、
楽
し
む
、
休
め
る
と
三

拍
子
そ
ろ
っ
て
い
て
、
訪
れ
る

人
を
あ
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

ゆれる帆船遊具は子供た ちの人気 の的

進
ん
で
い
ま
す

水
の
回
廊
構
想

葛
西
用
水
は
埼
玉
県
羽
生
市

か
ら
葛
飾
区
ま
で
延
長
7
0
㎞
を

流
れ
て
い
る
水
路
で
す

。
そ
の

う
ち
の
3
.
5㎞
が
区
内
を
流
れ
て

い
ま
す

。

区
で
は
、
こ
の
いい
I㎞
を

、「
水

の
回
廊
構
想
」
の
1

つ
と
し
て

「
歴
史
的
遺
産
の
再
生
と
水
路

文
化
の
象
徴
」
を
テ
ー
マ
に
平

成
4
年
3

月
完
成
に
向
け
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
第
3
期
工
事
の
完
成

で
東
和
二
丁
目
y
大
谷
田
五
丁

目
ま
で
の
お
よ
そ
卜
㎞
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
「
葛
西
用
水

親
水
水
路
」
に
、
ぜ
ひ
一
度
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

交
通

東
武
バ
ス
亀
有
駅
北
口

⊥
(
木
都
住
間
、
大
谷
田
一

丁
目
下
車

排 水 水 路 の 思 か げ も な く き
れ い に 整 備 さ れ た 葛 西 用 水

「
平
成
3
～
5
年
度
区
実
施
計
画
」を
策
定

3
年
間
で
1
千
9
0
0億円
余
を
投
入

区
で
は
、
「調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立
」の
実
現
の
た
め
、各

種
の
施
策
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。平
成
3
～
5
年
度
の
区
政
推
進
の

指
針
と
な
る
「足
立
区
実
施
計
画
」を
こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
実
施

計
画
は
、昭
和
6
1
年
度
に
改
定
し
た
「第
二
次
基
本
計
画
」を
具
体
化
し
。計

画
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
策
定
す
る
も
の
で
。社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に

合
わ
せ
、毎
年
修
正
を
加
え
て
い
ま
す
。今
回
の
実
施
計
画
の
大
き
な
柱
は
「人

生
8
0
年
時
代
に
対
応
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
「住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。計
画
事
業
の
総
額
は
、平
成
3
年
度
S
億
円
、4
年
度
竭
億
円
、5
年

度
7
8
7
億
円
を
見
込
ん
で
い
廴
t
。

総
合
的
な

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
て

来
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
や

福
祉
需
要
の
多
様
化
に
対
応
で

き
る
福
祉
施
策
を
進
め
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

建
設介

護
を
必
要
と
す
る
お
と
し

よ
り
の
増
大
に
備
え
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
併
設
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備

し
て
い
き
ま
す

。

▽
佐
野
二
丁
目
地
区
「
さ
の
(
仮

称
)
」・
:平
成
3

年
5

月
末
開

設
予
定
(
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
7
月
)

▽
扇
一
丁
目
地
区
「
扇
(
仮
称
)
」

・
:平
成
4
年
4

月
開
設
予
定

▽
六
月
一
丁
目
地
区
・
:平
成
6
　

年
開
設
予
定

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
整

備
「
障
害
者
と
共
に
生
き
る
社

会

」
実
現
の
た
め
、
昨
年
4
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」【
神
明
南

】丁
目
)
に
続
き

、(
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
上

仮
称
)
」

(谷
在
家
三
丁
目
)
を

、
平
成
3

年
5

月
中
に
開
設
し

、
障
害

を
持
つ
方
た
ち
の
通
所
訓
練
の

場
を
充
実
し
ま
す
。

平成4 年4 月開設予定の特別養護老人ホーム「扇( 仮称) 」

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

生
涯
学
習
施
策
の
推
進

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

と
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学

習
へ
の
参
加
を
図
る
た
め
、
各

種
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

住
区
セ
ン
タ
ー
の
増
設

現
在
、
区
内
に
3
9
館
あ
る
住

区
セ
ン
タ
ー
を
、
2
館
増
設
し

ま
す
。

▽
イ
住
河
原
町
住
区
セ
ン
タ
　

ー
(
仮
称
)
」:
平
成
4
年
4
　

月
開
設
予
定

▽
「西
伊
興
住
区
セ
ン
タ
犬
仮
　

称
ご
…
平
成
4
年
4
月
開
設
　

予
定

(
仮
称
)
「
児
童
文
化
セ
ン
タ

ー
・
ホ
ー

ル
」
の
建
設

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

科
学
と
の
出
合
い
、
芸
術
・
文

化
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

を
建
設
し
ま
す
。

約
9
0
0の客
席
を
持
つ
本
格
的

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ル
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー

ム
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
な
ど
も

整
え
、
子
供
た
ち
の
文
化
・
科

学
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

促
進生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
促
進
し
、「
放
送
大
学
学
習
セ

ン
タ
ー
」
の
誘
致
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

環
境
整
備
な
ど

身
近
な
問
題
に
も
取
り
組
み
ま
す

従
来
か
ら
力
を
注
い
で
き
た

都
市
計
画
道
路
・
下
水
道
の
整

備
、
親
水
水
路
、
特
色
あ
る
公

園
の
建
設
も
計
画
的
に
行
い
。

「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
叉
徭
も
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
現
在
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
ゴ
ミ
対
策

」
や

「
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

」
な
ど
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

こ
の
「
実
施
計
画

」
の
実
現

を
図
る
平
成
3
年
度
の
予
算
案

が
3
月
の
区
墮

芬

承
認
さ
れ

ま
す
と
、
各
事
業
が
動
き
出
し

ま
す
。

※
実
施
計
画
は
、2

月
中
旬
か

ら
情
報
公
開
課
(
本
庁
舎

、
中

央
本
町
庁
舎
)
、各
図
書
館
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

葛 西用水第5 期工事完成予想図

本
格
的
な

地
域
経
済
施
策
の
振
興

活
力
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
上
で
、
地
域
産

業
の
振
興
は
重
要
な
役
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
商
店
街
の
環
境

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
区
内

企
業
が
必
要
と
す
る
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
「
産
業
情
報
室

」

の
機
能
を
、よ
と

層
拡
充
し
、

産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
構
築
、
企
業
育
成
に
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。

駅
前
再
開
発
の
促
進

竹
の
塚
西
口
南
地
区
、
北
千

住
駅
西
口
地
区
、
西
新
井
駅
西

口
地
区
、
綾
瀬
駅
西
口
地
区
な

ど
の
事
業
を
促
進
し
、
地
域
の

舌
應
叱
を
闖
っ
て
い
き
ま
t
。

交
通
機
関
の
整
備

舎
人
新
線
・
常
磐
新
線
の
導

入
に
つ
い
て
関
連
機
関
に
要
望

し
、
一
日
も
早
く
開
通
す
る
よ

う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

快
適
な
住
環
境
を

つ
く
る
た
め
に

住
宅
対
策

現
在
、
中
堅
所
得
者
層
や
高

齢
者
層
を
中
心
に
住
宅
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
住
宅
の
質
を
は
じ

め
と
し
た
住
環
境
問
題
な
ど
の

住
宅
対
策
に
、
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

駐
車
場
・
駐
輪
場
対
策

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る

駐
車
場
・
駐
輪
場
問
題
の
解
決

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 平成3 年1 月1 日から 東京03地域の局番は「3 」ではじ まる4 ケタ になり ました( すでに4 ケタの場合は そのままです)
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福

祉

今
月
は
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当

、
障
害
児

禍
祉
手
当

、
福
祉
手
当
(
経
過

措
置
分
)
受

給
者
の
方
は

。
今

月

が
定
例
払
月
で
す

。1
0日
ご

ろ
指
定
の
銀
行
等
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
し
た
。
預
金
通

帳
と

印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
っ
て
支

払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
佳
)

。

障
客
榻
祉
係

身
体
障
害
者
の
方
に

リ
フ
ト
付
自
動
車
を
貸
し
出
し
ま
す

車
い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る

な
ど
公
共
交
通
概
閥
の
利
用
が

困
難
な
方
に

。
車
い
す
の
ま
ま

乗
る
こ
と
の
で
き
る
リ
フ
ト
付

自
動
車

を
貸
し
出

し
て

い
ま

す

。利
用
で
き
る
の
は

、
区
内
に

お
住

い
の
身
体
障
害
者
手

帳

(
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害

―
～
3
級
)
を
お
持
ち
の
方
で

す
。
な
お
、
今
月
か
ら
リ
フ
ト

付
自
動
車
の
予
約
申
し
込
み
を
2

ヵ
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
佳
)

。

障
客
福
祉
係

税

金

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

原
付
自
転
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
届

次
の
よ
う
な
原
動
機
付
自
転

車
を
お
持
ち
の
方
は

、
廃
車
ま

た
は
名
義
変
更
の
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い

。

▽
壊
れ
て
乗
れ
な
い
も
の

▽
盗
羅

に
あ
い

、
現
在
ま
で
発

見
さ
れ
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
し
な
い
で

、
売
っ

た
り

、
譲
っ
た
り
し
た
も
の

届
け
出

に
必
要
な
も
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

、
標
識

交
付
証
明
書
(
盗
難
・
紛
失

の
場
合
は

、
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
)
、
印
か
ん

※
3
月
3
1日
ま
で
に
廃
車
・
名

義
変
更
届

を
し
ま
せ
ん
と

、
平

成
3

年
度
軽
自
助
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。他
人
に
譲
っ
た
方

、

廃
車
届
を
代
理
人
に
依
頼
し
た

方
は

、
必
ず
廃
車
届
出
済
書
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

課
税
課
軽
自
動
車
税
係

(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

ま
ち
か
ど
通
信
ミ
ニ

古
千
谷
長
寿
会
が
全
国
4
位
に

東

京

ド
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会

1
月
9

日
、
第
3

回
惠
尽

ド
ー
ム
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
観
善

大
会
が
行
わ
れ
。
大
谷
正
悦

監
督
ほ
か
5

人
の
選
手
か
ら

な
る
古
千
谷
長
寿
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

部
の
皆
さ
ん

が
見

事

、
全
国
4

位
(
敢
闘
賞
)

の
優
秀

な
成
鱗
を
修
め
ま
し

た

。古
千
谷
長
寿
会
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル
部

は
5

年
前

に
発
足

し
、
現
在
の
会
員
は
1
4
人
。

昨
年
は
区
民
大
会
な
ど
に
優

勝
し
、
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
推
せ
ん
を
受
け
又

又

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
1
7
2の
チ
ー
ム
が

彖
茄

し
た
中
で
、
古
千
谷
長

寿
会
は
各
県
の
強
豪
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
つ
い
に
準
決

勝

に
進
出

。
借

し

く
も
敗
れ
た

も
の
の
大
谷
監

督
は
「
勝
と
う

と
あ
せ
ら
ず
、

気
楽
に
軟
う
よ

う
努
め
た
。
今

回
も
楽
し
く
行

え
た
」
と
満
足

の
言
葉
。
戦
い

終
わ
り
、
賞
状

と
盾
を
手
に
し

て
、
チ

ー
ム
全
員
で

畄
早

谷
バ
ン
ザ
イ
」
と
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

家
族
や
老
人
会
か
ら
も
祝

福
を
受
け
、
見
沼
代
親
水
公

園
広
場
で
の
練
習
に
も
、
さ

ら
に
熟
が
入
る
古

す
谷
長
寿

会
で
す
。

練 習 場 でl 已念 撮 影 の 古 千 谷

長 鬼 会 の み な さ ん

消
費
生
活

あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

ゴ
ミ
減
量
と
賢
源
の
再
活
用

の
た
め
、
不
用
品
の
交
換
市

に

あ
な
た
も
出
店
し
て

み
ま
せ
ん

か
。
青
空
の
下
で
、
自
由
に
集

い
家
庭
内
の
不
用
品

や
不
使
用

品
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
気
分
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し

よ

日
時
3
月
1
6
日
(
土
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
(
雨
天
の
　

楊
合
は
中
止
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

(
食
品

、
薬
品
等
の
販
充

、

営
利
目
的
の
方
は
不
可
)

内
容

川
区
画

、
手
持
出
店

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
期
限
2

月
2
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課

(
3
8
8
0
)
5
-
9
9

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
声
の
お
知
ら
せ
」

区
で
は
。
目
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
。毎
月
1
回
「
声

の
お
知
ら
せ
」
を
製
作
し
て

い
ま
す

。
あ
だ
ち
広
報
や
区

の
話
鬧

中
央
図
書
館
で
貸

し
出
し
て
い
る
カ
セ
ッ
ト
ブ

ッ
ク
の
紹
介
な
ど
を
テ
ー
プ

に
録
音
し
た
も
の
で
す

。

ど

う
ぞ
、ご
利
用
く
だ

さ

い
。

対
象

区
内
在
住
の
目
の
不

自
由
な
方

S
用

無
料

申
込
方

法
(

ガ

キ
に
住

所

、
氏
名

、
電
話
番
号

、

視
力
障
害
の
等
級

、「
声
の

お
知
ら
せ
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
2

月
2
8
日

申
込
・
間
合
せ
先

本
庁
舍

(
千
佳
)
・
広
報
係

あなたの相談室 筒合せ凭
住 所

足 口区 四 匐? 吝( 千佳) 1 陋 区 民 柤励 寔

干 住1- 卜189 敖 佃 ㈹

閖っF 〃 皿 こ と ー りs し た ら 、気 皿c こ! l 辱く ぎさ い( 四- 秘 密 亀凭n

生
活
環
境

江
北
公
園
(
都
市
農
業
公
園
)

一
部
閉
園
し
ま
す

都
市
農
業
公
園
の
一
部
が
荒

川
の
ス
ー
パ
ー
堤

防
の
工
事

(
建
設
省
施
工
)

の
た
め
、
一

部
閉
園
と
な
り
ま
す

。

荒
川
堤
防
沿
い
の
区
域
で

、

古
民
家

、
温
室

、
畑
等
が
対
象

で
す

。

工
事
期
間
は
2
月
中
旬
か
ら

平
成
5
年
ご
ろ
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先

マ
中
央
本
町
庁
舎

・
生
活
経
済
課

　
(
3
8
　
8
5
0

マ

ー
ー
8

▽
中

央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

　

(
3
8
8
0
)
5
2
6
-
　

▽
都
市
農
業
公
I

　
(
"
　
8
5
3
)
4
-
-
4

教

育

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
4
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
心
身

に

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相

談
貝
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
毎
週
月
～
金
曜
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相

談
窒

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー心

3
8
8
9
)
9
5
3
-

教
育
セ
ン
タ
ー

仕
事
と
経
営

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方

探
し
て
い
ま
す

勤
務
日
時
・
内
容

正
規
教
員

と
同
じ

勤
務
場
所

区
立
中
学
校

申
込
資
格

中
学
校
の
理
科
・

数
学
そ
の
他
の
教
貝
免
許
状

を
お
持
ち
の
方
(

お
お
む
ね

6
0歳
ま
で
)

給
与
等

月
約
1
7万
円
以
上

、

別
途
交
通
賢
支
給

申
込
方
法

電
話

※
住
所

、
氏
名
等
を
登
録
し

、

欠
員
が
あ
り
し
だ
い
連
絡
し
ま

す

。
登
録
は

、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す

。

な
お

、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で

き
な
い
方
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す

。
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

杢
汀
舎
(
千

伶
)
・
指
導
室
事
務
係

健

康

「
若
さ
を
磨
こ
う
」

運
動
と
健
康
に
つ
い
て
講
演
会

成
人
病
や
ボ
ヶ
の
予
防
と
運

動

に
は

、
密
接

な
関
係
が
あ
り

ま
す
。

舂
も
間
近

か
に
な
っ
た
今

、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
第

】歩
と
し

て

、
運
動
と
健
康
に
つ
い
て
の

粛
演
会
に

、
ぜ
ひ

、
ご
参
加
く

だ
さ
い

。

日
時
2
月
2
6
日
(
火
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

足
立
保
健
所

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

青
木
和
夫
氏
(
惠
早
大

学
医
字
部
保
健
管
理
学
教

室
)

定
貝
5
0
人
(
先
着
順
)

賢
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
(
3
8
5
5
)
4
-
5
-

スポーツで体を動かし若さを保ち ましょう

「
過
労
死
」を
考
え
る

仕
事
と
心
中
し
て
い
ま
せ
ん
か

働
き
す
ぎ

、
会
社
人
間

、
仕

事
出
轟

と
言
わ
れ
つ
つ
、
体
の

不
調
を
感
じ
な
が
ら

、
ド
リ
ン

ク
剤
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
ご
ま
か

し
て
働
く
人

が
ふ
え
て

い
ま

す
。
冐
か
い
よ
う
の
再
発
や

、

高
血
圧
が
治
り
に
く
い
な
ど

、

過
労
が
原
因
の
病
気
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で

。
突
然
、
襲
っ

て
く
る

「
過
労
死
」
を
一
緒
に

考
え

、
防
ぐ
方
法
を
見
つ
け
だ

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
2
月
2
7
日
(
水
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象

働
き
す
ぎ
と
思
う
大
や

そ
の
家
族

内
容

ヽ
yン
ボ
ジ
ウ
ム

▽
過

労
を
作
り
だ
す
社
会
・
生
活

千
田
忠
男
氏
(

杏
林
大
学

医
師
)

▽
隣
り
の
人
の
健

康
と
自

分

飯

泉
正
助
氏

(
区
内
開
業
医
師
)

▽
私

の

体
験
談
か
ら

区
民
の
方

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
-

減
量
作
戦
教
室

太
っ
て
き
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

肥
満
の
人

を
対
象
と
し
た

、

減
量
作
戦
の
本
や
雑
誌
が
は
ん

濫
し
て
い
ま
す

。

水
を
飲
ん
で
も
太
る
人

、
食

欲
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
等
の
悩

み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
明
ら
か
に
し

、
正
し
い
食

生
活
と
運
動
の
関
係

、
肥
満
予

防
対

策
を
2

日
制
で
学
び

ま

す
。

日
時

▽
2
月
2
0
日

、
午
後
1
　

時
3
0分
～
3
時
3
0
分

▽
2
　

月
2
7
日

、
午
前
1
0
時
～
正
午

持
ち
も
の

筆
記
用
具

、
み
そ

汁
約
5
0
∝

砥

分
測
定
を
し

ま
す
)

定
貝
2
0

人
(

無
料
・
先
着
順
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
健
所

心
3
8
8
8
)
4
2
7
7

みんなの健康
足盒保膣所　3855- 4151千生

保● 所　3888- 4277
江1匕保健佃談所　3896- 4004

皐保相談所　3606- 4171　　5蔔4j 叨瞿健相談所　3880- 5351

m( - >・四　3882- 1悁㈹

掲
示
板

□
第
7

回
障
害
者
の
た
め
の

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
3
月
2
日
(
土
)
、
午
　

後
2
時～
4
時

鳩
所

東
京
文
化
会
館
(
上

野
)

対
象

都
内
在
住
の
障
害
者

お
よ
び
そ
の
家
族
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

定
員

―

人
(

無
料
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

、

障
害
の
種
類
(
視
力
、
'聴

力
、
車
い
す
使
用

な
ど
)
、

手
帳
番
号
、
付
添
人
数
、

車
種
(
車
の
燮
8

を
明

記
申
込

期
限
2

月
2
1
日
必

着

申
込
・
問
合
せ
先

軸
日

本

チ

ャ
リ
テ
ィ
協
会

〒
圀

新
宿
Z
四
谷
1
1
2
1

　

{
3
3
4
1
}
0
8
0
3

□
司
法
番
士
に
よ
る
相
続
登

記
の
無
料
法
律
相
談

日
程
2

月
2
8日
(

木
)

ま

で
場
所

都
内
の
東
京
司
法
一

士
会
所
属
会
員
の
い
る
司

法
一

士
事
務
所

問
合
せ
先

東
京
司
法
書
士

会

　
(
3
3
5
3
)
9

・

都
税
事
務
所
ア
ル
バ
イ
ト

期
M
1

ヵ
月
(
3

弖

皸
種

事
穆
裲
助

人
数

男
女

若
千
名

日
給
4

千
网
円
{

交
通
賢

な
し
}

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務

所
庶
務
係

　
(
3
8
8
　
2
)
2
1
1
1

㈹

□
第
1
0回
住
ま
い
の
リ
フ
ォ

ー
ム
フ
ェ
ア
開
催

日
時
2
月
2
3
日
～
2
7
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
　

(
2
3日
の
み
1
1時
開
場
)

場
所

東
京
国

際
貿
易
セ
ン

タ
ー
東
館

賢
用

無
料

内
容

リ
フ
ォ
ー
ム
の
最
妬

情
報
と
住
ち
設
備
機
器
・

部
品
の
展
示
な
ど

問
合
せ
先

都
・
住
宅
局
不

助
産
指
導
部
免
許
課

　

(
3
2
1
2
)
5
1
1
1
　

㈹

□
都
民
カ
レ
ッ
ジ
開
講

都
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
意

欲
に
こ
た
え
て
学
問
的

、
専

門
的
な
学
習
が
で

き
る
睛
座

を
5

月
か
ら
開
講
し
ま
す

。

講
喰
日

水
曜
日

を
除
く
毎

日
場
所

都
立
大
新
キ
ャ
ン
パ

ス
(

八
王
子
市
)

募
集
要
項
の
配
付
2

月
2
0
　

日
(

水
)
か
ら

く
わ
し
く
は
、
都
民
カ
レ
ッ

ジ
事
務
局

　
0
4
2
6
　
(
7
7
)
1
2
3
4
(
2
　

月
2
0
日
以
降
)

ひ
ろ
ば

嶌
先
層
順
で

、1
団

体
1
事
粛

、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

役
碕
先
・・・
広
報
課

=
募

集
=

{
呼
吸
法
を
学
ぷ
会

毎
月

第
1

・
3
日
曜
日

、
午
前
1
0

時
3
0分
～
午
後
1
2
時
3
0分
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
入
会
金

千
円

、
月
額
2
千
円
/

斉
藤

(
3
8
4
8
)
4
9
3

い一
日
本
画
・
水
墨
画
(

足
立

壓
衫
会
)

毎
月
第
1

・
3

日
曜
日
、午
前
1
0
時
か
ら
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
入
会
金

千
沺
円
、月
額
2
千
円
/
初

心
者
、中
高
年
者
歓
迎
/
木

村
　
(
3
8
4
8
)
2
3

卜
合
気
道
(
偲
康
干
鳥
会
)

毎
週
日
曜
日
、午
後
6
時
～

8
時
3
0
分
/
扇
中
学
校
体

育
館
/
入
会
金
千
円

、
月
額

2
千
円
/

中
学
・
高
校
生
飲

迎
/

鈴
木

　
(
3
8
8
9
)
0
9
3
5

壹
(

イ
キ
ン
グ
(
山
狂
舎
同

人
)

集
会
・・
・毎
月
2

回
金

曜
日
夜
、
覃
末
(
イ
ク
・・・
月
2

回
/
入
会
金
2
千
円

、
年

会

費
3

千

円
/

安
藤
S
　
{
3
8
4
7
}
0
5
2
6
(

動

務
先
)

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
の

貸
し
出
し
を
中
止
し
ま
す

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
の
た
め
、
次
の
期
間
大
ホ

ー
ル
の
貸
し
出
し
を
中
止
し

ま
す
。

期
間
9
月
1
4
日
～
3
0
日

※
な
お
、9
月
1
日
～
1
3
日

の
貸
し
出
し
抽
選
に
つ
い
て

は

、
通
常
ど
お
り
3
月
1
日

に
行
い
ま
す

。

問
合
せ
先
竹
の
塚
セ
ン
タ
　

一
　
(
3
8
5
0
)
3
　
-

0
7

あ
い
あ
い
公
社

特
別
講
演
会

あ
い
あ
い
公
社
設
立
―
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
特

別
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

。

日
時
3

月
1
1
日
(
月
)
。
午

後
2

時
～
4

時

鳩
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4
　

階
大
ホ
ー
ル
(

無
料
)

内
容

「
人
生
助
け
合
い
」

講
師

牟
田
悌
三
氏
(
俳
優
)

定
員

崩
人
(
先
着
順
)

間
合
せ
先

あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
8
3
)
6
1
7

保
険
と
年
金

ね
ん
き
ん
Q
&
A
第
9
回

2
0歳
は
国
民
年
金
1
年
生

学
生
の
あ
な
た
も
仲
間
で
す

m
2
0歳
に
な
っ
た
ば
か
り

の
学
生
で
す

。

年
金
は

、
卒
葉
す
る
ま
で
関

係
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

今
年
の
4

月
か
ら
は
学
生
も
全

員
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
聞
き
ま
し
た

。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?

m
国
民
年
金
は

、
原
則
と

し
て
2
0歳
以
上
6
0歳
末

満
の
人
が
全
員
加
入
し

、
多
瘡

を
迎
え
た
と
き
や
、
万
が
一
障

害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

に
そ
な
え
る
仕
組
み
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は

、
老
後
の

生
活
の
基
盤
と
な
る
べ
き
も
の

で
す
が

、2
0歳

か
ら
6
0
歳
ま
で

の
4
0年
間
保
険
料
を
納
め
た
場

合
に
満
額
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た

、
交
通
事
故
等
が
多
発

し
て
い
る
現
在

。
不
幸
に
も
事

故
に
あ
い

、
障
害
者
と
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ

る
と
い
え
ま
す
が

、
そ
の
よ
う

な
場
合
の
生
活
保
障
と
し
て

、

障
害
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す

。

し
か
し

、
今
ま
で
大
学
生

、

専
門
学
校
生
な
ど
の
宇
生
は

。2
0

歳
以
上
で
あ
っ
て
も

、
本
人

の
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た

め

、
将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り

、

在
学
中

に
障
害
者
と
な
っ
て

も

、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た

。

そ
こ
で

、
こ
の
よ
う
な
問
題

点
を
解
消
す
る
た
め
に

。
学
生

(
2
0歳
以
上
)

も
平
成
3
年
4

月
か
ら
は
全
員
加
入
す
る
制
度

に
改
め
ら
れ
た
わ
け
で
す

。

そ
う
は
い
っ
て
も
。
学
生
の

皆
さ
ん

に
は
国
民
年
金
の
保
険

料
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
と

い

う
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め

、
国
民
年
金
に
は

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が

あ
り
、
ご
家
族
全
体
の
収
入
を

考
え
た
う
え
で

、
本
当
に
納
め

る
の
が
困
難
な
方
は
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す

。

さ
ら
に
宇
生
の
方
に
は
。
今

ま
で
の
免
除
基
準
と
は
別
の
特

別
な
基
準
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
の
で

、
く
わ
し
く
は

、
国
民

年
金
課

ま
で
ご
相
談

く
だ
さ

い
。な

气

加
入
の
手
続

き
は
簡

単
で
す
の
で
、4

月
に
な
り
ま

し
た
ら
2
0
歳
以
上
の
学
生
の
方

は
必
ず
国
民
年
金
課
か

、
お
近

く
の
区
民
事
務
所
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中

天
本
町
庁
舎

。

国
民
年

金
課
適
用

係

　

(
3
8
8
0
)
5
-
5
-

保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
S
-
6
-

、推
進
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

区
で
は

、
毎
月

、
皆
さ
ん
の

お
近
く
に
出
張
し
て
年
金
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ

、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
程

表
1
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
啻
課
堆
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
-

表1 年金相談日程

4
月
1
日
か
ら
―

―

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

硯
在

。
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
「
国
民
健
康
保
険
証
」
は

、3

月
3
1日
で
有
効
期
限
切
れ
と

な
り

、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す

。4
月
1

日
か
ら
は
新
し
い
国

民
健
康
保
険
証

に
変
わ
り
ま

す

。病
院
や
珍
療
所
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
と
き
は

、
必
ず
新
し

い
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

。

□

新
し
い
保
険
証

▽
一
般
被
保
険
者
証

…
…
水
色

▽
退
職
被
保
険
者
証
…
…
若
草

色□
保
険
証
の
文
付
方
法

4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
は

、3

月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す

。

た
だ
し

。
艮
い
間
な
ん
の
連

絡
も
な
く
保
険
料
の
納
付
が
な

い
等

、
資
格
の
確
認
が
必
要

な

世
帯
に
は

、
国
民
健
康
保
険
課

の
窓
口
で
確
認
後
、
直
接
お
渡

し
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

□
保
険
征
が
届
い
た
ら

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を

お
受
け
取
り
に

な
り
ま

し
た

ら

、
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名

、

生
年
月
日
な
ど
に
誤
り
が
な
い

か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

も
し

、
記
載
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
。
国
民
健
康
保
険
踝

ま
た
は
区
民
事
務
所
で
訂
正
の

申
し
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り

、一

き
込
ん
だ
り
す
る
と

、
国
民
健

康
保
険
証
は
無
効
と
な
り

、
医

療
機
関

で
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
古
い
保
険
征
は
お
返
し
く
だ

さ
い有

効
期
限
の
切
れ
た
古
い
国

民
健
康
保
険
証
は

。
国
民
健
康

保
険
踝
ま
た
は
区
民
事
務
所
に

お
返
し
く

だ
さ
い
(
郵
送

も

可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
艮
健
康
保
険
緤
賢
格
賦
課

係

(
3
8
8
0
)
5
-
3
1

国
民
健
康
保
険

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
も

新
し
く
な
り
ま
す

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て

い

る
方
が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康

保
胯
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

も

、4
月
1
日

か
ら
新
し
く
な

り
ま
す

。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
と

は
別
途
に
郵
送
し
ま
す

。

こ
れ
ま
で
の
古
い
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
は

。
国
民
健
康
保

険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お

返
し
く
だ
さ
い

。

間
合
せ
先

中

央
本
町
庁
曾
・

―

(
3
8
8
0
)
5
-
2
1

● 平成3 年1 月1 臼から東京03 地域の局番は「3 」ではじ まる4 ヶ夕 になりました( すでに4 ヶ夕の場合はそのまま です)
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第
4
4回
都
民
体
育
大
会

春
季
大
会
足
立
区
予
選
会
募 集

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
程
3

月
3
1囗
～
4
月
2
8日

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ほ
か

参
加
賢
格

区
内
在
住
・
在

動
・
在
学
の
方

競
技
方
法

ト
ー
ナ
タ
ン
ト

参
加
賢
I

チ
ー
ム
5
千
円

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
2

月
2
8日

組
み
合
わ
せ
3

月
4

囗

(
月
)
、
午
後
6
時
3
0
分

、中

央
本
町
社
会
教
育
館

代
表
者
会
議
3

月
2
0

日

(水
)
、
午
後
6
時
3
0
分
、
エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

申
込
・
問
合
せ
先

連
盟
事
務

局
・
阿
出
川

〒
1
2
0足
立
4
　
1
3
9
1

刀一
㈱
で
い
と
内
{

一

(
3
8
8
6
)
2
4
2
0

・

硬
式
庭
球

日
時
3

月
1
7・
2
4
日
(

予
備

囗
3
月
3
1
日
、4
月
7

日
)
、

午
前
9

時
～
午
後
6

時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
庭
球
場
ほ
か

競
技
種
目

男
子
・
女
子
シ
ン

ク
ル
ス

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

の
方
(
高
校
生
以
下
を
除
く
)

参
加
費
1

人
千
円
(

当
日
会

場
で
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
職
業
、
年
齢

、

競
技
歴
、
競
技
種
目
を
明
記

申
込
期
限
2

月
2
8日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

浦
中

〒

1
2
1
竹
の
塚
4
1
3
1
2
5
1
3
0
5
　
{

一
(
3
8
8
4
)
5
5
3
6

「シュート」数々の名勝負か生 まれました。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
や
趣
味

で
の
活
動
を
楽
し
く
息
の
長
い

も
の
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
・
内
容
・
講
師

下
表
の

と
お
り

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
無

料
)

対
象

区
内
で
活
動
す
る
グ
ル

ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
ま
た
は
関

心
の
あ
る
方

定
員
4
0
人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

性
別
、
グ
ル
ー
プ
名
、
学
習

内
容
、会
員
数
を
明
記

申
込
期
限
2

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)・
文
化
振
興
係

〒
1
2
0
　

千
住
1
1
4
1
1
8

B
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

グループリーダー賛成講座・日程・内容・講師

情 報 コ ー ナ ー 毎月5 の 日 、 月3 回発 行5 日 ・15 日 ・25 日
ますます充 実 あ だ ち 広報

( 4 ペ ー ジ) ( 4 ペ ージ) ( 8 ペ ージ)

青少年指導者養成セミナー
様々なレ クリエ ーション実技の

実際 と指導法につい て学び ます。
日時・内容 下表のとおり

場所 本庁舎( 千 住) 7 階会議室

対象 区内少年団体指 導者および

高校生以上 で関心のある方

申込方法 所 定の用紙 または電話

申込期限2 月28日

申込・問合せ先 本庁舎( 千住) 。

少年育成係C3882 ―1111( 代)

健康・体力づくりをすすめる区民の集い

「望ましいスポーツのあり方」
日時3月2日( 土) 、午後2時　～

4 時30分

場所 竹の塚センター4 階大 ホー

ル( 入場無料)
対象 中学生以 上の方

内容D 講演・‥ 佐藤安正氏( 区医

師会) D? 団体発表… 区医師会、

区体育指導委員会、足立区中字

校教育研究会、コミュニテ ィ文
化・スポーツ公社

定員300 人( 先着順)

申込方法 ハガキに住所、氏 名、

年齢、電話番号を明記

申込・間合せ先 本庁舎( 千住) ・

体育振興 係 〒120千 住1- 4　- 1803882
―1111( 代)

ボランティア講演会

ボランティアの味

日時3 月7 日( 木) 、午後1 時30　
分

場所 青年センター

対象 区内在住・在勤・在学の方
講師 吉沢英子氏( 大正大学教授)

定員100 人( 先着順)
申込方法 電話
申込・問合せ先 足立区社会福祉

協議会03888 ―1550

春花展示会
区内の花き農家裁培したチュー

リップなどの春の花を展示します。
日時[ >2月27日( 水) 、午後1時　～

5 時 じ>2月28日・3 月1 囗、
午前9時～午後5時

場所 中央本町庁舎1 階ロビー
※ 2 月27日 は、先着100人の方に切
り花を配布し ます。

問合せ先 中央本町庁舎・農産係
03880 ―5118

女のフリースペース
夫婦別姓と戸籍について考える

夫婦別姓を指向 する人が増えて

います。現在の制度 とのかかわり

や、名前と戸籍 をめぐる問題につ

いて考えてみまし ょう。

男性の方も、 ぜひどうぞ。

日時2月210( 木) 、午後6時30　

分～8時30分
ゲ スト 佐藤文明氏( フリーライ

ター、「訣婚( けっこん) パスポ

ート」の著者)

費用 無料

申込方法 直接窓口 または電話

場所・申 込・問合せ先 女性総合

センター 〒123梅田7 ―33―1

エル・ソフィア内

03880 ―5222

子どもまつり
日時2 月17日( 日) 、午前10時30分
場所 竹の塚センター1 階
内容 じ?みんな遊 ぼう( おもちや
を作る、チビツ子ハウスで まま
ご と・体育あそぴ) D 人形劇
「白雪姫」…人物大の人形が動
きますE>影絵「3 匹の子ぷた」じ>
遊びの紹介・手作りの軽食

問合せ先 東部障害福祉総合 セン
ター幼児指導係( 竹の塚センタ
ー内) 酋3860 ―8891

生涯生活設計
セミ ナー

人生80年時代 の心豊 かな暮らし

のためのライ。フ・アンド・マネー・

プ ラン。定年にかかわる諸問題。

定年後の生活・余暇・健康づくり、

お金の上手な生かし 方など、一緒

に考えてみましょう。

日時3月17日( 日) 、午前10時　～

午後3 時 ※ 昼食付です。

場所 動労福祉会館( 無料)

対象 区内在住 ・在勤で、主に中

小企業に働く中 高年の方。また

は関心のあ る方

定員90 人( 先着順)

申込方法 電話

申込期限3 月11 日

申込・問合せ先 叫動労福祉サー

ピスセンターTT3838 ―3586

印刷・デザイン講習会
日時・場所・内容 下 表の とお

り

対象 印刷業に携わる方お よび

関心のある方

定員90 人( 先着順)

費用 無料

申込方法 電 話

申 込・問 合 せ先 中 央本 町 庁

舎・工業振興係

3880 ―5191

区内 施設めぐり

足立区観光協会

バスで 区内 を巡 つて みませ ん
か。
日時3 月12日( 火) 、午前8 時40　
分・本庁舎( 千住) 前集合

主な見学先( 予定) 郷土博物館、
大谷田公園、伊興寺町( 1 時間
散策) 、西新井大師

定員40 人( 抽選)
参加費D 観光 協会会員… 1, 500　
円[ > 会員以 外・・・2, 000円

※ いずれも昼食付。当日現地支払l l
。
申込方法 往復ハガ キに申込者 の
住所、氏名、年齢。電話番号、
会員・会員外の別、「施設めぐり
希望」と明記( 1 枚に4 人 まで)
遷重複ハガ キは無効。
申込期限2 月28日消印有効
申込・問合せ先 観光協会事務局
(中央本町庁舎・商工振興課内)
〒120中央本町I ―17―1

3880―5191

◆ 平成3 年1 月1 日 から 東京03地蛾の局番は「3 」ではじ まる4 ケタ になりました( すでに4 ケタの鳩合は そのままです) S. 240, 000


